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Ａ．研究目的 

介護状態に陥る前に、軽度認知障害(MCI)の出現が報

告されている。MCI は認知機能で評価され、悪化す

る人や回復する人がいるとの報告がある。認知機能

の時間経過軌跡には複数の種類があり、経時変化パ

ターン(経時軌跡)を類型化できると考えられる。し

かし先行研究は対象者集団の変化パターンを一種類

として扱っており、個人内の変動について考慮はさ

れていない。特に70歳代以降は平均寿命及び健康寿

命に達するが、この年代以降の高齢者は個人差が大

きく個人内の変動に着目することは健康長寿の要因

解明において重要である。本研究では、70代地域在

住高齢者の3年毎の認知機能変化パターンを類型化

すことを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究は高齢者長期縦断疫学（SONIC）研究

において、無作為抽出された一般住民の参加者

で、2010年時で69歳から71歳の者をベースライン

として、2013年、2016年時調査に参加した1227人

を対象とした。認知機能はJapanese version of 

Montreal Cognitive Assessment(MoCA-J)を用い

て評価した。説明変数は年齢である。69歳から77

歳までの認知機能をGroup-based trajectory an

alysisにより類型化した。さらに類型化されたグ

ループに関連する要因を明らかにするために、ア

ウトカムを認知機能推移維持群(reference)/低

群/急低下群とし、説明変数に疾患 (有/無)、握

力（連続値として使用）を含め性別を調整因子と

した多項ロジスティック回帰分析を実施した。全

ての統計解析は統計ソフトR version 3.4.0.を

使用して行った。 

倫理的配慮：SONIC 研究は大阪大学医学部附属

病院倫理審査委員会ならびに大阪大学ヒトゲ

ノム倫理審査委員会より承認を受けており、研

究対象者から書面による同意を得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

MoCA-J 得点の経時変化パターンは、Bayesian 

information criterion (BIC)を用いたモデルの当て

はめの良さの検定から、データは 3つのグループに

分かれることが判明した。3つのグループの割合は、

第 1グループは 0.6%、第 2グループは 97%、そして

第 3グループは 2.4%であった。それぞれのグループ
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の経時変化の特徴は、第 1グループは MoCA-J 得点が

急低下する群（急低下群）、第 2グループは認知機能

が一定に維持されている群（維持群）、そして第 3

グループは認知機能が低い群（低群）であった。（図

1） さらにこれらのパターンに関するベースラ

イン時点での要因の検討において、高血圧・糖

尿病を有することが、70 代で 6 年間認知機能レ

ベルが低く推移することに有意に関連したが、

6 年間の認知機能推移が急低下する集団におい

てはベースライン時での疾患などとの有意な

関連は見られなかった。 (表 1) 

 

図 1. 

 

黒線：急低下群、赤線：維持群、緑線：低群 

表 1. 

 
  

考察:70 代の SONIC 調査に参加した対象者のほ

とんどは、認知機能を保ちつつ、6 年間地域で

暮らしていることが判明した。しかし一方で、

70 代にも関わらず約 0.6%の対象者が認知機能

の急低下を示していた。これにより、地域住民

の中には 70 代といった比較的若い高齢者にお

いても、認知機能の緩やかな低下がみられる群

がある事が判明し、認知症予防対策を講じる必

要性が示唆された。また高血圧、糖尿病を有す

ることが認知機能が低いことと関連を示した

ことから成・壮年期の生活習慣病への対策が認

知機能維持に重要であることが示された。 

 

結論:70 代の地域在住高齢者 1227 名の認知機能を

Moca-J を用いて 3 年毎に 6 年間追跡した結果、97%

は認知機能を保ちつつ、6 年間地域で暮らしている

ことが判明した。しかし約 3％は認知機能が低いこ

とが明らかとなった。中でも約 1%の対象者が認知機

能の急低下を見せていた。認知機能低下には 70 歳

時点で高血圧、糖尿病の罹患が有意な関連を示して

いたことから成・壮年期の生活習慣病への対策が高

齢期の認知機能維持に重要であることが示された。 
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